
令和７年度自己評価  吉田保育園 

【園全体の評価】 

１．保育環境  A：大変良い(４) B：良い(１８) C：一部検討を要する(０) D：改善を要する(０) 

                                                                                

・掲示物や整理整頓を園全体で日々心掛けている。 

・共有スペースの環境も連携を取り合い、各クラスで遊びを楽しめるようにできた。 

・各年齢にあった玩具が整備され、遊べるようにしてある。 

・期末清掃など細かなところまで職員が掃除し、園内を清潔に保っている。 

・遊具、玩具、視覚教材が豊富で良い。「こうだったらいいのにな」が話し合いの中で実現できる環境。 

・今ある環境の中で、それぞれの年齢にあった保育を展開することができていると思う。 

・今の子どもたちに必要な玩具を揃えることができた。 

・危険な場所はすぐに直して使用するようにした。 

・日々の清掃や個人で気になった箇所を掃除している。 

・けがを防ぎながら子どもたちが過ごしやすい環境を整えている。 

・行事の時の舞台やピアノ移動など、大きくて移動が大変なので運びやすくなると安全かつ手早く 

 できると思う。 

・各クラスに合った部屋の使い方が考えられている。 

・過ごす環境の中で、子どもたちが思いきり遊んだり、活動することができるよう工夫している。 

・年齢に応じて玩具を分け、遊びを展開している。 

・季節に応じた絵本等、子どものみではなく、誰でも手に取れる環境である。 

・子どものけがにつながる物はなかったり、落ち着いて過ごせる場、走ったり体を動かせる場もある。 

・陰や見えなくなる場所がない。 

・年齢に合わせた環境作りに意識して取り組めるようになってきた。 

・子どもたちがけがをしないよう、細かな所まで配慮がある。 

・職員がいつも笑顔で園全体がとても明るい。 

・他クラスとの連携がとれ、のびのびと活動できる場所や玩具を提供できている。 

・園全体の清掃、整理整頓が行き届き、安全に過ごせる環境が整っている。 

・活動において、静と動を大切にし、子どもたちが遊びに集中できるよう計画している。 

・年齢における主体性を考え、関わることを心掛けている。 

・日々の中で整理整頓を行っていて過ごしやすい。 

・子どもたちが危なくないよう気を配っている。 

・絵本コーナーが整理整頓されており、親子で読んだり、子どもも手に取りやすい。 

・危険な箇所は保護をしたり、パーテーションを置くなど、安全に配慮されている。 

・担当クラスだけでなく、園全体で子どもを見守り、安心して過ごせるよう配慮している。 

・いろいろな状況によって職員配置や時間帯で十分な見守りが難しい場面もあったが、職員間の連携

で落ち着いた環境を整えられた。 

・月齢に合わせたクラスの環境作りができていると思う。 

・遊具の見直しをしたり、毎日の除菌(おもちゃを拭く)をしながら、破損がないか確認ができている。 

・整理整頓がされており、子どもたちが安全に生活できる環境だと思う。 

・適宜新しい玩具を取り入れちおり、子どもたちが楽しく過ごせる環境だと思う。 



2.職員間の連携 A：大変良い(１３) B：良い(８) C：一部検討を要する(１) D：改善を要する(０) 

 

・お互いに声を掛け合える関係性ができている。 

・連絡漏れのないように連携の工夫がされている。 

・連絡事項等はプリントを通じて全職員が把握できるようにしている。 

・気軽に声を掛け合える。 

・「お互いさま」の気持ちが強く、思いやりが持てる関係性がとても良い。職員同士が感謝の気持ちを 

 持つだけではなく、必ず言葉でも表現している。細かな声掛けが徹底されているので連携も取りや

すい。 

・クラス間やクラスを越えて保育者間で声をかけ合いながら保育ができている。 

・うまく伝わっていないことがあったので、伝え方を気を付ける。 

・伝える係を決めることで、伝え忘れをなくせた。 

・保育の必要な会話や声掛けを行い、過ごしている。 

・連絡漏れがないよう、ホワイトボードを使用しながら情報を共有している。 

・連携は良いが、フリーの職員が忘れられやすいと感じるときがある。 

・どうしても正規の職員任せになることがあるので、立場関係なく業務ができたらと思う。 

・幼児クラス、乳児クラスに関わらず、今大変なクラスや手伝いを必要としているクラスなど気にかけ

て声を掛け合いながら保育を進めることができている。 

・些細なことも常に声を掛け合い、共有することを全職員が意識している。 

・他クラス、乳児クラス、幼児クラスに関わらず、全体で一つの情報を周知しようと取り組んでいる。 

・クラス内の連携がしっかり取れ、伝え忘れがないようすぐに伝達している。 

・嘔吐があった際、手伝いに動ける職員がすぐに動き連携が取れている。 

・連携、相談など声を掛け合い連携を取ることが習慣となってきているように思う。 

・各クラスでノートを使用したり、集まる時間を作り、連絡等を伝え合っている。 

・ノートの確認を忘れてしまうことが自分自身の反省。 

・気持ちの良い挨拶と心遣いができている。 

・困っていることも相談しやすく、温かい雰囲気を感じる。 

・感謝の気持ちを持ち、笑顔で挨拶や会話を交わし、相談しやすい環境である。 

・子どもの小さな変化に気づいた際、すぐに担任間で共有することで早めの対応ができている。 

・どんなに小さなことでも共有している。 

・自分の中で気になることを相談する姿がある。 

・子どもの様子や連絡事項など紙やホワイトボードに書いて伝達することで分かりやすい。 

・全職員への伝達方法として、回覧で回すことで各自確認ができて良い。 

・ホワイトボードやノート、ファイルを使い、伝え忘れのないように意識している。 

・子どもの様子を共有し、対応を統一できるようにしている。 

・チームワーク良く、声を掛け合っていると思う。 

・ホワイトボードを使って共有しやすくなった。 

・職員同士コミュニケーションを大事にしており、連携が取れていると思う。 

・全職員に伝達事項が伝わる仕組みになっており、連携がしやすいようになっている。 

 

 

 



３．保育内容  A：大変良い(６) B：良い(１６) C：一部検討を要する(０) D：改善を要する(0) 

 

・各年齢に合った遊びを、新しいものを取り入れながら行っている。 

・行事前は、職員間でねらいや内容を共有し、取り組むことを引き続き大切にしたい。 

・クラスの子どもたちに合った内容を取り入れている。 

・大きな行事は、園としての参加の仕方、全体のねらい、各クラスのねらいが見える化され、話し合い

の場もしっかり設けられているため、共通理解のもと、同じ気持ちで行事に臨むことができて良い。 

・年齢に合った運動あそびや政策を考え、行うことができている。 

・子どもたちに合った保育を考えられた。 

・ねらいを設け、その中で活動ができた。季節や行事、年齢に合った活動を行っている。 

・子どもが自ら考え、行動できるような環境で、楽しみながら取り組めるようにしている。 

・年齢や季節感、自分のクラスの子どもが見えていないクラスが一部あった。 

・子どもたちの発達状況や興味関心に合わせたり、どんな動きが必要なのかをクラス内で考えて活動

を考えることができた。 

・日頃の子どもの姿から、活動内容を計画立てていた。 

・手先を使う、身体を動かす等、偏りなく行っていた。 

・一日を通して子どもたちが体を動かし発散したり、落ち着いて遊んだりとメリハリがある。 

・子どもたち一人ひとりに合わせた支援を行っている。 

・よりよい保育が展開できるように、職員間で内容を考えたり、検討できている。 

・子どもたちの様子に合わせ、保育内容を考え計画をしている。 

・子どもと目線を合わせ声を掛け、笑顔でコミュニケーションをとることを心掛けている。 

・子どもの「やってみたい」という気持ちを大切に、必要に応じて援助を行うようにしている。 

・子どもたちの成長を考え、内容を立てている。 

・季節を感じられる保育内容が考えられている。 

・年齢に合った玩具を使用したり、成長に応じた活動を取り入れている。 

・安全面を考えると難しいが散歩へ出て交通安全のルールを身につけ覚えられたらと思う。 

・年齢に合ったいろいろな経験ができるよう、また活動が途切れず連続的な保育になるよう 

 心掛けている。 

・一つひとつのねらいを持ち、計画をし、必要な準備を行ってから活動している。 

・子どもの成長に合わせたねらいで保育ができている。 

・行事一つひとつを大切に、子ども成長に合った内容で行っている。 

・子どもの発達、特性を理解し、発達を促すような保育になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．保護者支援  A：大変良い(８) B：良い(１１) C：一部検討を要する(３) D：改善を要する(0) 

   

・保護者の方の表情からも気づき、声を掛けたり必要に応じて面談を行うことができた。 

・挨拶、声掛けを大切にし、子どもの成長を共有することができた。 

・口答が難しい場合には、ノートで連絡を取り合う。 

・話をする時間などが限られてしまうことが多い。 

・担任だけではなく、園全体のこととして捉え、職員全体でしっかり共有されている。 

・クラスの枠を超えて、他クラスの職員からも気にかけていただき助言をいただけることが 嬉しい。 

・保護者の繊細な変化にも気づき、声を掛けたり、壁面を行うことができた。 

・一人ひとりの家庭に寄り添えた。 

・配慮の必要な家庭には、家での様子をこまめに聞き、情報共有した。 

・園からのお願いを素直に伝えるだけでなく、日々の成長や出来事を伝えていく。また、信頼関係を築

いていく。 

・保護者の不安や心配を受け止め、一緒に解決していく。 

・支援をしても伝わらない方がいる時に難しさを感じる。 

・迎えの際に声を掛け、情報共有できている。 

・困ったことや不安なことがある場合、お迎えの時だけでなく、時間と場所を作り、ゆっくり話すことが

できる環境で相談ができる。 

・子どもの様子、または保護者の様子によって面談を設け、情報共有等行っていた。 

・送迎の際にこまめに声掛けをする場面があった。 

・個人面談の機会をつくり、保護者の方との話し合い、相談の場がある。 

・保護者の方への丁寧な関わりがある。 

・必要な家庭には面談する機会を作ったり、相談しやすい環境を作れた。 

・保護者の質問や不安な気持ちに寄り添い、対応をしている。 

・対応が難しい保護者によっては、言葉掛けや日常の様子を伝える際、一歩引いてしまうことがある。 

・送迎時の保護者の話や表情から困り事をくみ取り、声をかけるよう心掛けている。 

・一日の子どもの様子を詳しく伝え、安心や喜びを感じてもらえるように努めている。 

・職員が一人ひとりの保護者に子どもの成長を考えながら接している。 

・個別面談の時間を設けてることで、様々な対応ができる。 

・幼児クラスで使用しているノートは、忙しい中でも相談しやすく、職員間でも共有しやすい。 

・保護者からの質問に丁寧に対応し、保育園側の意向も理解してもらえるよう努めている。 

・子どもの生活、食事、体調などについて心配がある時や確認のため時間を作り面談を行っている。 

・少しでも困っている保護者に対して面談をしたり支援ができていると思う。 

・保護者とのコミュニケーションを丁寧に行い、信頼関係が築けている。 

・必要に応じて面談を行い、保護者の取り巻く環境や心情を理解し、支援しようと努めている。 

・ 

 

 

 

 

 

 



5．安全、衛生、危機管理   

A：大変良い(９) B：良い(１２) C：一部検討を要する(１) D：改善を要する(０) 

 

・安全管理への意識が高まっている。 

・訓練、研修報告を通し、職員間で共有することができた。 

・ヒヤリハットを全職員で共有し、予防することができた。 

・職員会議で議題とし、各自真剣に取り組むようになった。 

・マニュアルの読み合わせをし、職員全体で意識を持ちながら保育できる。 

・他クラスのことも気にかけながら過ごしているので、お互いに声を掛け合い、見守り合い、 

全員で安全な保育をしようという気持ちが高まっている。 

・ヒヤリハットの共有や衛生面で感染症が流行したときに家庭にも伝えるようにしている。 

・ヒヤリハットの見取り図も作成できたら、更に職員間で危機管理意識が上がると思う。 

・ヒヤリハットを報告することで、事故の防止に努めることができた。 

・感染症が出た際は、清掃を切り替えて行うことができた。 

・感染症が流行した際の対応を職員全員が周知して行っている。 

・ヒヤリハットを共有し、対策を行っている。 

・体調不良の子どもへの保護者の危機感のなさが気にかかる。 

(翌日は必ず大事をとる、周りの子どもへの感染力の心配等)何かできることがないか。 

・不審者対応訓練は、外部の方にもアドバイスをもらいたい。 

・感染症の発生時は園全体で対応ができている。 

・それぞれの年齢の玩具の見直しを行い、環境では必要に応じて安全に直している。 

・感染症の時は全体で周知したり、毎日消毒を行っている。 

・感染症の有無により、消毒や換気など行っている。 

・けがや事故が起きたことを連絡し合い、報告書の作成も行っている。 

・スペースの中で子どもが動きやすく、安全に過ごせる場がある。 

・衛生もしっかり行い、インフルエンザ等の感染流行中はしっかり消毒を行うなど徹底されている。 

・子どもの動きを予想しながらけがには十分気を付けることができた。 

・感染症が出た際、保育者間や保護者へすぐに伝えられる仕組みができている。 

・けが等がある際は全体に伝え、周知をしたり対策を行っている。 

・室内や園庭などの安全チェックを月２回行い、事故防止に努めている。 

・食事では口の動きを見て、一人ひとりに合った食材の形状を考え、提供している。 

・毎日の生活の中で、どこが危険なのかを話し、改善していることが良かった。 

・感染症も保育者間ですぐに共有し、予防するよう気にかけていて大切なことだと思う。 

・感染症時の切り替えが徹底してあり、拡大防止に努めている。 

・様々な場面を想定して避難訓練や不審者対応訓練を行うことができている。 

・食事、午睡、季節の活動(プールや水遊び等)資料配布や読み合わせで確認を行っている。 

・感染症やヒヤリハットの共有、災害や不審者への訓練などしっかり取り組めている。 

・ヒヤリハットを共有することで、危険な所を職員全体で共有することができている。 

・嘔吐の処置など、職員が声を掛け合って協力して行っている。 

・定期的に避難訓練や不審者対応訓練を行っており、全職員が行動できるようにしている。 

・頻回に掃除、消毒を行っており、清潔が保たれている。 

 



６．地域・小中学校との連携 

  A：大変良い(６) B：良い(１3) C：一部検討を要する(3) D：改善を要する(０) 

 

・年間を通して小学校との交流ができた。 

・園小接続の公開保育を行い、貴重な経験となった。 

・職場体験の受け入れや中学校主催の行事に参加し、今後も交流を続けたい。 

・定期的に小学校と交流ができた。 

・同じ学年、同じクラスのみではなく、様々な年齢との関わりがあっても良い。 

・交流会、職場体験等、様々な人と関わる経験ができて良い。 

・小学生のお兄さん、お姉さんとの交流ができ、子どもたちも嬉しそうだった。 

・小学校と行き来することで、期待を持ったり楽しみになる姿があり良かった。 

・外部の先生との関わりや行事に触れている。 

・小学校との交流や学校散策を行っている。 

・小学校側はもう少し園のスケジュールや大変さなどを知ってもらいたい。要望が無理な時もある。 

・公開保育を行ったり、意見交換できる場を設けている。 

・園に小学生を招いたり、小学校へ訪問したりと交流の機会を設けていた。 

・地域、小中学校との関わりを大切に今後も続けていきたい。 

・幼児クラスが主に交流したり、連携を取っているが、内容を共有できている。 

・地域との連携が具体的にどんなことができているのか評価が難しい。 

・交流の来園した小学生に挨拶や出し物を見せてもらい、刺激を受けていた。 

・中学生の職場体験では、保育士の魅力を伝えることができた。 

・小学生との交流や公共交通機関を使用しての園外保育を行い、子どもたちがいろいろな体験や 

 経験ができた。 

・小学生や中学生との交流では歌を披露し、子どもたちの成長の場にもなっている。 

・一人ひとりの情報を詳しく連携していることで、小学校にも今後の対応を引き継いでもらっている。 

・職場体験や中学校へ行き、仕事内容を伝えるのは良い取り組みだと思う。 

・小学校との交流があり、年長児にとっては良い経験だと思う。 

・小学校とは交流活動や情報共有を通して、子どもたちが学校生活に期待が持てるよう取り組んでい

る。 

・中学校とは職場体験の受け入れや訪問をして、保育の仕事について知ってもらう機会などに参加し

ている。 

・東部中のキャリアフェスなど交流があり良いと思う。 

・小学生と園児が関わる機会があり、楽しそうに活動していた。 

・定期的に小学校と情報交換しており、連携が取れていると感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



(その他) 

 

・園全体の雰囲気や職員同士の関係が年々良くなっていくのを実感している。感謝の気持ちを持ち、 

 働きやすい環境となるよう引き続き考えていきたい。 

・異年齢での活動があまりない。そのねらいをきちんとさせ、定期的に時間を作るのはどうか。 

・壁面は今まで作成したものを活用するなど、職員の負担も減り、引き続き活用していきたい。 

・一人ひとりの情報を詳しく連携していることで、小学校にも今後の対応をしてもらえている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【来年度への課題】 

 
・園全体への遊びの継続を計画・実践を通して作り上げたい。 

・異年齢の関わりを充実させたい。 

・保育内容や取り組んでいること、ねらいなどクラス便りなどを通じて保護者にも知らせたい。 

・季節を感じられるような環境作りを行う。 

・担任間のみではなく、職員間で連携を取り、保育を行う。 

・地域との連携にフォーカスを当てていくのはどうか。 

・園全体で異年齢で関わる機会を意図的につくる。 

・今まで、今年度できていたことを今後も継続して行っていきたい。 

・新年度で職員体制や子どもたちも変わるので、一つひとつ丁寧に取り組んでいく。 

・年度途中からの職員も増えているため、共有すべきことをしっかりと行い、全員で共通認識の元、 

保育を行っていきたい。 

・保育の場に合った声というのが主よりもサブの方が大きかったり、活動中の子どもたちの周りで 

 保育者が連絡をしている場面がある。声も環境の一つになることを全員が理解し、保育に努めたい。 

・活動に計画性を持ちながら、子どもたちが自ら考え、行動し、楽しく参加できるようにする。 

・保護者との関わり、情報の共有をし、信頼関係を築いたり、安心して預けてもらえるようにしていく。 

・地域、小中学校との連携を大切にし、進学に向けて過ごしていく。 

・正規、パートなど立場関係なく業務ができたらいいなと感じる。 

・新年度は、クラスの子どもの様子を見て、部屋の配置を考え安全に保育を行っていきたい。 

・職員間の連携では、引き続き声に出して手伝いなどを行えるようにする。 

・それぞれのクラス活動では、集中して行えるよう環境を工夫し、他クラスの動きも把握して過ごせる

ようにする。 

・職員間の連携がしっかり取れていることを実感している。報告、連絡、相談を怠らないよう心掛けて

いきたい。 

・年間行事の流れを覚え、準備等積極的に取り組む。 

・自分自身の体調管理をしっかり行いたい。 

・子どもたちにとって過ごしやすい環境をつくり、複数担任の中でどのように保育を進めていくのか、

しっかりと確認し、連携を取り自分から動いていきたい。 

・分からないことや疑問なことは必ず聞き、そのままにしない。 

・声を掛け合い、連携を大切に保育をしていきたい。 

・保育環境や内容に充実を図っていきたい。 

・子どもの興味、関心に合わせた玩具や活動内容を考えていきたい。 

・更に知識を高め、安全で安心した充実感のある活動を作っていきたい。 

・保育者間でコミュニケーションを取りながら、協力していきたい。 

・体調に気を付けながら、毎日精いっぱい頑張っていきたい。 

・全体や各クラスの動きの様子にもっと目を向け、自分から行動をしたり、気付くことを心掛ける。 

・乳児クラスでは、職員の動き、各クラスの動きを把握し、声を掛け合うことを大切にしていきたい。 

・年度末に感染症が蔓延してしまい、子どもの体調の変化に気づく力をより養い、体調不良の子ども

への臨機応変な、また柔軟な対応力を全職員が共通して身につけることが必要だと感じた。 

・園内や園外の整備、小さな仕事(牛乳パックの片づけ、噴霧器など)自ら気づいて行っていく。また、

職員間で声を掛け合っていく。 

・職員間の連携を意識して、情報の共有をしっかり行い、けがや事故のないよう子どもたちが楽しく 

 安心して過ごせる環境づくりや保育に努めていきたい。 

・乳児の誤飲防止や安全確保を徹底するため、玩具ごとの対象年齢と安全基準を再確認し、個々の 

発達段階に即した適切な玩具提供に努めたい。 

・今年度は業務を覚えることでいっぱいになってしまい、保育士としての園児の関わりができていな

かった。来年度は保育士として専門知識を活かしながら関わることができるようにしたい。 

・自分の業務だけでなく、周りを見ながら動けるよう意識して行動していきたい。 


